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有料版WOLF ver2.0.2 リリースノート 
 

このリリースノートは、有料版 WOLF ver2.0.2導入についての注意事項(インストール手順)および

WOLF ver2.0.1から強化された内容(新機能、その他の変更点等)を記載しています。 

WOLF ver2.0.2をご利用の際は必ず目を通していただくようお願いいたします。 

また、これらの内容はユーザのフィードバックを受けて更新されることがありますので、随時最新情

報をご確認ください（最新情報は http://www.medical-domain.com/wolf-releases/ でご確認いただけ

ます）。 

 

1. 導入についての注意事項 
1-1. インストール時の注意 

WOLF ver2.0.2アップデートインストーラはWOLF ver2.0.0またはver2.0.1が導入済みの環境でしか

ご利用になれません。 

 

■有料版WOLF ver2.0.0、ver2.0.1をお使いの方 

   有料版 WOLF2.0.0が導入済みであれば、「1-2.インストール方法」を参照し WOLF ver2.0.2のイン

ストールを実施してください。 

  

■株式会社エスアールエル Doctor's Desk Light(DDL)および、WOLF ver1.Xをお使いの方 

   まず始めに有料版 WOLF ver2.0.0を導入する必要があります。WOLF ver2.0.0インストールガイド

およびリリースノートを参照し、WOLF ver2.0.0インストールディスクからのインストールおよび

データ移行を実施してください。 

 

 

1-2. インストール方法 

メディカルドメインの Webサイト(http://www.medical-domain.com/products/download.php)から

WOLF ver2.0.2アップデートパッチをダウンロードし、解凍後SetupXP_Update.exeを実行してくださ

い。 

実行するとアップデートインストール画面が表示されます。 
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2. WOLF ver2.0.1から強化された主な内容 
 追加機能の操作方法はWOLF ver2.0.2 追加マニュアルを参照ください。 

 

※WOLF ver2.0.2 追加マニュアルはWOLF ver2.0.2インストール後のWindowsプログラムメニューに

追加されます。 

 

 

2-1.患者情報詳細検索 

従来の患者検索(患者名(カナ)、カルテ番号の前方一致)以外の条件で検索する場合や、受付処理をせ

ずに患者情報画面や検査情報画面を表示する場合に使用します。 

診察時間以外の時に文書を作成したい場合や、特定の検査日の検査情報などを一括で参照したい時な

どにお使いください。 

 
 

操作方法はWOLF ver2.0.2 追加マニュアルを参照ください。 

 

 

2-2.検査取込「MBC検査FD取込」、「その他検査FD取込」 

・フォルダ内の取り込み対象ファイルの自動選択機能 

入手した検査データが複数の検査ファイルにわたって溜まってしまった場合、取り込み順を間違える

と古いデータで新しい結果が上書きされてしまう可能性があります。 

これを回避するためにフォルダ内に取り込み可能なファイルが複数存在する場合、全選択されるよう

になりました。 

 ファイルの命名規則に従うとファイル名はXXX_YYYYMMDDhhmmss.txt(XXXは検査会社の固定値)となり、

日付の古い順から検査が取り込まれます。そのため古いデータでの上書きを防ぐことが可能となりま

す。 

 

・検査データ取り込み後のファイル退避 

ダウンロードソフトなどで検査ファイルをフォルダに保存する場合、取り込み済みの検査データがフ

ォルダにそのまま残り、WOLFでの検査取込時に誤って過去データを選択するおそれがありました。 

  これを回避するため、取り込み済みの検査ファイルを別フォルダに退避する仕組みを用意しました。 

 

操作方法はWOLF ver2.0.2 追加マニュアルを参照ください。 
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2-3. データベースリストア時の差分、上書き処理に関してのインタフェイス修正 

リストア時の差分反映の有無に関し、従来ではリストア「開始」ボタン押下後のメッセージボックス

の「はい」、「いいえ」で処理を分けていた点を、それぞれにボタンを実装しました。リストア機能の

基本部分に変更はありません。 

 

操作方法はWOLF ver2.0.2 追加マニュアルを参照ください。 

 

 

2-4. ツール設定 機能利用時のカルテ番号引数追加 

従来の[補助機能]-「その他設定」タブのツール設定にカルテ番号を引数として渡すプログラム連携

機能を追加しました。 

これにより WOLFから呼び出される側のアプリケーションに引数を受ける機能があれば、画面表示連

携などの機能が実装できます。 

 

操作方法はWOLF ver2.0.2 追加マニュアルを参照ください。 

 

 

2-5. サマリ保存、編集時の処理の高速化 

サマリのテキストデータが増えた場合、編集後保存する際に要する処理時間を短縮化しました。 

   

行数･文字数(全て全角入力) ver2.0.1 ver2.0.2 改善比率 

1 行 10 文字×  100 行（  1,000 文字） 1 秒以内 1 秒以内 ほぼ同じ 

1 行 10 文字×  200 行（  2,000 文字） 2 秒 1 秒以内 100%向上 

1 行 10 文字×  500 行（  5,000 文字） 13 秒 2 秒 550%向上 

1 行 10 文字× 1,000 行（ 10,000 文字） 1 分 21 秒 3 秒 2,600%向上 

1 行 10 文字× 1,500 行（ 15,000 文字） 4 分 07 秒 6 秒 4,016%向上 

1 行 10 文字× 2,000 行（ 20,000 文字） 8 分 25 秒 10 秒 4,950%向上 

1 行 10 文字× 3,000 行（ 30,000 文字） 28 分 57 秒 18 秒 9,550%向上 

1 行 10 文字×10,000 行（100,000 文字） n/a 2 分 40 秒 n/a 

  上記データは参考値です、PCのスペックや環境により処理時間は変わります。 

 

 サマリ使用時の注意として、一つのサマリに多くの内容を入力すると、サマリ編集画面に移行するま  

での動作が遅くなります。目安として1行20文字×1,000行の登録がある場合は8秒ほどです。 

サマリ編集画面の表示が遅くなった場合、問題編集から新規にサマリ項目を作成し、内容を分けるこ

とをお勧めします。 

 

 

2-6.紹介状帳票出力の患者情報に性別情報の追加 

紹介状の帳票出力に患者性別情報を追加しました。 

テキストおよびXMLの紹介状作成時の出力で、プリンタおよびPDF選択した際の患者情報欄に、性別

を追加しました。 

 

 

2-7.その他 主治医意見書、医師意見書、訪問看護指示書の仕様調整 

各帳票の印字内容や入力フォームの仕様を調整しました。各内容ついて以下に列記します。 

 

・意見書請求書 意見書作成日 出力仕様の調整 

意見書請求書帳票出力の「～年～月分」の内容を「意見書作成日」の年月から判定するように修正。 

 

・意見書一括出力の保険者指定の検索条件に保険者指定をしない検索機能を追加 

「保険者指定」ラベルの横にチェックボックスを追加。 

チェックあり：保険者指定ありで検索。 

チェックなし：保険者指定なしで検索。 
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・意見書一括出力 CSV出力時の動作仕様の調整 

主治医意見書が選択され、保険者指定の検索がされたときのみCSV出力が可能なように仕様を変更。 

 

・主治医意見書、医師意見書 入力項目追加 

主治医意見書、医師意見書の作成依頼日、送付日について入力フォームへ項目を追加。 

 

・訪問看護指示書、精神訪問看護指示書、特別訪問看護指示書 宛先欄の印字文字数の調整 

宛先欄の印字文字数が全角10文字までとなっていた為、全角25文字まで印字可能に修正。 

 

・訪問看護指示書 帳票印字文字数の調整 

現在の状況の装着・使用医療機器等 3.酸素療法、7.経管栄養、9.人工肛門 等の最初の入力項目を5

桁まで印字可能に修正。 

 

・訪問看護指示書、精神看護指示書、特別看護指示書 入力フォームの仕様調整 

「指定訪問看護ステーション担当者」入力フォームから「担当者」の文言(ラベル表示)を削除。 

 

 

3. 不具合対応一覧(WBF - WOLF Bug Fixed : WOLFバグ管理番号) 

 有料版WOLF ver2.0.1で判明した不具合に関し、WOLF ver2.0.2での対応について列記します。 

 

■WBF-00016主治医意見書入力項目の修正 

 「生活機能とサービスに関する意見-(1)移動-歩行補助具・装具の使用」項目の値が択一式になって     

 いたため、複数選択を可能に修正。 

 ただし、「用いていない」と「屋外で使用、屋内で使用」は排他選択とする。 

 

■WBF-00017主治医意見書 

「認知症の中核症状」の「自分の意思の伝達能力」および「医学的管理の必要性」の「訪問看護」に 

関して、プレビュー表示で選択項目が反映されない問題を修正。 

 

■WBF-00018 医師意見書 

 「(1)行動上の障害の有無」の「その他」、「(3)身体の状態-関節の拘縮-膝関節-左」、「(3)身体の状態

-失調・不随意運動-左 」に関して、プレビュー表示で選択項目が反映されない問題を修正。 

 

■WBF-00019 主治医意見書 

CSV項目の98番目(「4.生活機能とサービスに関する意見-(1)移動-歩行補助具」の項目)、102番目(「4.

生活機能とサービスに関する意見-(3)現在あるかまたは…」の項目)出力内容の不具合を修正。 

 

■WBF-00020医師意見書 

 「3.心身状態に関する意見-（2)精神・神経症状の有無」、「記憶障害」の「短期、長期」に両方チェ

ックした場合、項目のチェック位置が項目がずれる問題を修正。 

 

■WBF-00021医師意見書 

「心身の状態に関する意見② 関節の拘縮 左中にチェックした場合に正しく印字されない問題を

修正。 

 

■WBF-00022医意見書請求書 一括出力  

 主治医意見書CSVの一括処理での出力項目の不具合を修正。 

 

■WBF-00023検査取込時の新規患者登録 

検査取込の新規患者登録機能使用時に、患者マスタエラーが発生する場合があった問題を修正。 

 

■WBF-00024検査取込 

検査取り込み中に右上の×ボタンを押すと、ウインドウは消えるが、検査の処理が終わらない問題を

修正。 
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■WBF-00025患者情報画面-バイタルタブ-血液型/禁忌/アレルギーおよびetcタブ 

患者情報画面-バイタルタブ-血液型/禁忌/アレルギー、etcタブに入力した内容が登録されない場合

があった問題を修正。 

 

■WBF-00026紹介状新規作成 

閏年の2月29日に紹介状を新規作成した際にエラーが発生する問題を修正。 

 


